
 
 

平
成
一
七
年
三
月
二
二
日
、
菊
池
市
、
七
城
町
、
旭
志
村
、
泗
水
町
の
合
併
に
よ
り
、
人
口

五
〇
、
一
九
四
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）
、
面
積
は
約
二
七
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
新
「
菊

池
市
」
が
誕
生
し
た
。

 
 

菊
池
市
は
、

熊
本
市
の
北
東
約
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
北
は
大
分
県
、
東
は
阿
蘇

市
、
西
は
山
鹿
市
及
び
熊
本
市
、
南
は
合
志
市
及
び
大
津
町
に
接
し
て
い
る
。
市
の
北
部
及
び

東
部
に
八
方
ケ
岳
、
鞍
岳
等
の
山
岳
が
あ
り
、
そ
の
大
半
を
森
林
が
占
め
て
い
る
。
山
岳
地
帯

か
ら
の
豊
富
な
水
は
、
菊
池
川
、
迫
間
川
、
河
原
川
、
合
志
川
、
矢
護
川
な
ど
に
西
流
し
、
河

川
流
域
は
菊
池
平
野
と
な
り
、
肥
沃
な
土
地
を
形
成
し
て
い
る
。

 
 

産
業
は
、
県
下
有
数
の
穀
倉
地
帯
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
麦
、
メ
ロ
ン
、
牛
、
椎
茸
な
ど
が

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
県
内
外
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
地
元
物
産
館
や
特
産
品
セ
ン
タ
ー
の

取
組
み
も
好
評
で
あ
る
。
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
業
も
盛
ん
で
、
ま
た
、
近
年
は
市
域
内
各

地
に
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
、
企
業
誘
致
も
進
ん
で
い
る
。

 
 

交
通
は
、
国
道
三
二
五
号
、
三
八
七
号
そ
の
他
の
県
道
な
ど
道
路
網
も
密
で
主
要
路
線
に
は
、

定
期
路
線
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
、
特
に
熊
本
市
、
山
鹿
市
、
大
津
町
方
面
へ
は
便
利
で
あ
る
。

 
 

観
光
面
で
は
、
千
古
不
斧
の
原
始
林
と
昭
和
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
豊
か
な
湧
水
と
に
よ

り
そ
の
渓
谷
美
は
九
州
随
一
と
い
わ
れ
る
菊
池
渓
谷
、
古
墳
時
代
か
ら
の
小
屋
敷
跡
や
太
宰
権

帥
の
藤
原
隆
家
（
藤
原
北
家
）
の
孫
藤
原
則
隆
が
肥
後
国
に
下
向
し
、
菊
池
氏
を
称
し
て
以
来
、

肥
後
の
在
地
勢
力
の
雄
と
し
て
定
着
し
、
南
北
朝
前
後
か
ら
特
に
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

一
二
代
菊
池
武
時
、
一
三
代
菊
池
武
重
と
九
州
は
も
と
よ
り
日
本
各
地
を
南
朝
方
の
武
将
と
し

て
転
戦
し
た
。
一
五
代
菊
池
武
光
の
時
代
は
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
懐
良
親
王
を
隈
府
城
に
迎
え

て
、

太
宰
府
を
攻
略
し
た
。
一
七
代
菊
池
武
朝
の
時
代
に
は
、
肥
後
国
の
守
護
の
地
位
を
確
保

し
、
菊
池
が
そ
の
本
拠
地
と
な
っ
て
栄
え
た
。
菊
池
地
域
に
は
、
菊
池
氏
の
本
城
で
あ
る
菊
池

城
を
取
り
囲
む
一
八
外
城
の
遺
構
が
あ
る
。

 
 

そ
の
他
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
菊
池
重
朝
に
招
か
れ
た
桂
庵
玄
樹
が
朱
子
学
を
講
義
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
孔
子
堂
跡
、
特
産
品
に
ち
な
ん
だ
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
、
鞍
岳
中
腹
に
広
が

る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
る
四
季
の
里
旭
志
、
中
国
宮
廷
様
式
建
築
の
泗
水
孔
子
公
園
な
ど
、
数

多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
県
下
有
数
の
温
泉
地
で
あ
り
、
市
内
各
地
に
は
温
泉

が
湧
出
し
、
桜
、
コ
ス
モ
ス
、
ホ
タ
ル
な
ど
四
季
を
彩
る
自
然
や
歴
史
と
伝
統
を
物
語
る
史
跡

一 

概

況
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が
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。 

 

二 

市
名
の
由
来 

 

平
成
の
四
市
町
村
で
の
合
併
協
議
に
お
い
て
は
、
新
市
名
称
の
最
終
候
補
に
「
菊
池
市
」「
き

く
ち
市
」「
菊
池
野
市
」「
新
菊
池
市
」「
清
流
市
」
の
五
候
補
が
挙
が
っ
た
が
、
由
緒
有
り
全
国

的
に
知
名
度
が
高
く
、
既
に
ひ
と
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
し
て
お
り
、
各
市
町
村
が
共
通

し
て
使
用
し
て
き
た
呼
称
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
菊
池
市
」
に
決
し
た
。 

 

三 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯 

 

１ 

合
併
関
係
市
町
村
の
状
況 

       

（
一
） 

菊
池
市 

昭
和
三
一
年
九
月
一
日
、
隈
府
町
外
七
村
が
合
併
し
て
菊
池
町
が
誕
生
し
、
一
部
境
界
変

更
を
経
た
後
、
昭
和
三
三
年
八
月
一
日
に
市
制
を
施
行
し
た
。
面
積
は
約
一
八
三
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
古
く
は
菊
池
一
族
の
治
世
の
本
拠
と
し
て
栄
え
、
九
州
随
一
の
渓
谷
美

を
誇
る
菊
池
渓
谷
等
で
知
ら
れ
る
。 

（
二
） 

菊
池
郡
七
城
町 

昭
和
二
九
年
一
一
月
一
日
、
砦
村
、
加
茂
川
村
、
清
泉
村
の
三
村
が
合
併
し
て
七
城
村
が

誕
生
し
、
一
部
境
界
変
更
を
経
て
、
昭
和
四
三
年
に
町
制
を
施
行
し
た
。
面
積
は
約
二
一
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

（
三
） 

菊
池
郡
旭
志
村 

昭
和
三
一
年
五
月
一
日
、
旭
野
村
及
び
北
合
志
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
村
で
、
同
年

八
月
一
日
に
護
川
村
の
一
部
を
編
入
し
、
現
在
の
村
域
を
形
成
し
た
。
面
積
は
約
四
七
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

（
四
） 

菊
池
郡
泗
水
町 

昭
和
三
〇
年
四
月
一
日
、
泗
水
村
、
田
島
村
、
七
城
村
の
一
部
が
合
併
し
て
泗
水
村
が
新

設
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
三
六
年
に
町
制
を
施
行
す
る
に
至
っ
た
。
菊
池
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
面
積
は
約
二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

 

２ 

検
討
の
経
緯 

当
地
域
は
、
平
成
一
二
年
三
月
に
県
が
策
定
し
た
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
は
、
菊

池
郡
市
八
市
町
村
の
う
ち
、
菊
池
市
、
七
城
町
、
旭
志
村
、
泗
水
町
の
四
市
町
村
が
合
併
パ
タ

ー
ン
と
し
て
示
さ
れ
た
。 

初
期
の
検
討
は
、
菊
池
郡
市
八
市
町
村
が
一
同
に
会
し
て
行
わ
れ
た
が
、
郡
市
一
体
で
の
合

併
が
困
難
な
情
勢
に
な
る
と
、
菊
池
市
は
県
の
合
併
パ
タ
ー
ン
に
沿
っ
て
四
市
町
村
で
の
合
併

を
周
辺
に
呼
び
掛
け
た
。
当
初
周
辺
の
三
町
村
は
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
が
、
他
地
域
の
検

討
が
具
体
化
し
て
い
く
中
で
方
針
を
転
換
し
、
平
成
一
五
年
度
に
は
四
市
町
村
で
の
任
意
協
議

会
、
法
定
協
議
会
の
設
置
に
至
っ
た
。
協
議
の
終
盤
、
七
城
町
で
四
市
町
村
合
併
の
賛
否
を
問

う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
が
、
賛
成
票
が
過
半
数
を
占
め
、
合
併
の
方
向
性
は
決
し
、
平
成
一

七
年
三
月
二
二
日
、
新
「
菊
池
市
」
が
誕
生
し
た
。
（
第
二
編
「
菊
池
地
域
」
参
照
） 

 

３ 

合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
定
事
項
等 

（
※
基
本
的
協
議
項
目
及
び
合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
協
議
項
目
を
記
載
） 

（
一
） 

合
併
の
方
式 

 

合
併
の
方
式
は
、
菊
池
市
、
七
城
町
、
旭
志
村
、
泗
水
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新

し
い
市
を
設
置
す
る
新
設
合
併
（
対
等
合
併
）
と
す
る
。 

（
二
） 

合
併
の
期
日 

 

合
併
の
期
日
は
、
平
成
一
七
年
三
月
二
二
日
と
す
る
。 

（
三
） 
新
市
の
名
称 

 

新
市
の
名
称
は
、
「
菊
池
市
」
と
す
る
。 

（
四
） 

新
市
の
事
務
所
の
位
置 

 
 

１ 

合
併
当
初
の
新
市
事
務
所
（
本
庁
舎
）
の
位
置
は
、
菊
池
市
大
字
隈
府
八
八
八
番
地

 

菊
池
市

 

 

七
城
町

 
 
 

 
 
 
 

 

菊
池
市 

 

旭
志
村

 
 
 

 
 
 
 

（
平
一
七
・
三
・
二
二 

新
設
） 

 

泗
水
町 
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（
現
菊
池
市
役
所
）
と
す
る
。 

 
 

２ 

合
併
後
三
年
を
目
標
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
国
道
三
二
五
・
三
八
七
号

間
の
菊
池
市
道
花
房
森
北
線
（
菊
池
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）
沿
線
周
辺
に
適
地
を
求
め
る
。 

 
 

 

３ 

新
市
に
お
け
る
庁
舎
の
配
置
方
式
は
、
新
庁
舎
が
機
能
す
る
ま
で
の
間
は
総
合
支
所

方
式
と
し
、
現
在
の
各
市
町
村
の
庁
舎
を
総
合
支
所
と
す
る
。 

 
 
 

新
庁
舎
建
設
後
は
本
庁
方
式
と
し
、
総
合
支
所
を
支
所
と
す
る
。
そ
の
際
、
各
支
所
の

機
能
・
役
割
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
及
び
合
併
に
よ
る
効
率
化

に
配
慮
し
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。 

（
五
） 

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い 

 
 

１ 

四
市
町
村
の
所
有
す
る
財
産
及
び
債
務
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
お
け
る
財
産
及
び

債
務
を
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
な
お
、
基
金
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と

お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。 

①
財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
財
政
の
健
全
運
営
の
た
め
に
、
平

成
一
三
年
度
か
ら
平
成
一
五
年
度
の
三
ヶ
年
度
平
均
の
標
準
財
政
規
模
相
当
額
の
三
〇
％

以
上
を
総
額
で
持
ち
寄
る
も
の
と
す
る
。 

②
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
平
成
一
五
年
度
の

三
ヶ
年
度
平
均
の
保
険
給
付
総
額
の
一
〇
％
以
上
を
持
ち
寄
る
も
の
と
す
る
。 

③
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
及
び
特
別
会
計
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
。

 

２ 

ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。 

（
六
） 

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い 

 
 

１ 

地
方
自
治
法
第
九
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
議
会
議
員

の
定
数
は
二
八
人
と
す
る
。
な
お
、
公
職
選
挙
法
第
一
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
選
挙
区

は
設
け
な
い
も
の
と
す
る
。 

 
 

２ 

一
市
二
町
一
村
の
議
会
議
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第

一
項
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
一
八
年
五
月
三
一
日
ま
で
の
期
間
、
引
き
続
き
新
市
の
議

会
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
。 

（
七
） 

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い 

 
 

１ 

新
市
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
合
併
前
に
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
委
員

で
あ
っ
た
者
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用

し
、
平
成
一
八
年
三
月
二
一
日
ま
で
の
一
年
間
、
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。 

 
 

２ 

在
任
特
例
期
間
後
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙
の
定
数
を
三
〇
人
と
し
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
第
一
〇
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
、
旧
市
町
村
を
区
域
と
す
る
四

つ
の
選
挙
区
（
旧
市
町
村
の
定
数
：
菊
池
市
一
二
人
、
七
城
町
六
人
、
旭
志
村
六
人
、
泗

水
町
六
人
）
を
設
け
る
。 

（
八
） 

地
方
税
の
取
扱
い 

 
 

１ 

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
一
市
二
町
一
村
で
差
異
の
な
い
も
の
は
現
行
の
と
お

り
と
す
る
。 

 
 

２ 

一
市
二
町
一
村
で
差
異
の
あ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

①
個
人
市
町
村
民
税 

 
 

 

ア 

減
免
に
つ
い
て
は
、
菊
池
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
か
ら
統
一
す
る
。 

 
 

イ 

納
期
に
つ
い
て
は
、
七
城
町
、
旭
志
村
及
び
泗
水
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
か
ら
統

一
す
る
。 

 

②
法
人
市
町
村
民
税 

 
 

 

税
率
に
つ
い
て
は
、
菊
池
市
の
例
に
よ
る
。
但
し
、
税
率
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
一
〇
条
の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
の
日
の
属
す
る
年

度
か
ら
平
成
一
七
年
度
ま
で
は
不
均
一
課
税
と
し
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
統
一
す
る
。 

 
 

③
固
定
資
産
税 

 
 

 

ア 

税
率
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
決

定
す
る
。
な
お
、
税
率
の
統
一
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
第
一
〇
条
の
規
定
を
適
用
し
不
均
一
課
税
と
し
、
一
市
二
町
一
村
の

現
行
の
税
率
と
す
る
。 

 
 

 

イ 

減
免
、
課
税
免
除
及
び
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
は
、
菊
池
市
の
例
に
よ
り
合
併
時

か
ら
統
一
す
る
。 

 
 

 

ウ 

納
期
に
つ
い
て
は
、
菊
池
市
及
び
泗
水
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
か
ら
統
一
す
る
。 

 
 

 
エ 

菊
池
市
及
び
旭
志
村
の
地
籍
調
査
後
の
課
税
地
積
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
調

整
す
る
。 

 
 

④
軽
自
動
車
税 

 
 

 

税
率
及
び
納
期
に
つ
い
て
は
、
七
城
町
、
旭
志
村
及
び
泗
水
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
か

ら
統
一
す
る
。 
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⑤
入
湯
税 

 
 

ア 

税
率
に
つ
い
て
は
、
七
城
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
か
ら
統
一
す
る
。 

 
 

イ 
課
税
免
除
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
。 

 
 

⑥
特
別
土
地
保
有
税 

 
 
 

免
税
点
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
か
ら
五
〇
〇
〇
㎡
と
す
る
。
※
な
お
、
法
令
の
改
正
等

が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
改
定
内
容
を
優
先
す
る
。 

（
九
） 

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い 

 
 

一
般
職
の
職
員
の
身
分
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

１ 

一
市
二
町
一
村
の
一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
九

条
の
規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

 
 

２ 

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員
管
理
の

適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

３ 

職
員
の
職
務
・
職
名
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
観
点
か
ら
、
合

併
時
に
統
一
を
図
る
。 

 
 

４ 

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
現
行
給
料
を
保
障
し
、
職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
調
整
す
る
。
な
お
、
給
与
体
系
に
つ
い
て
は
、

同
規
模
自
治
体
の
例
を
も
と
に
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。 

（
一
〇
） 

地
域
審
議
会
の
取
扱
い 

 
 

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
四
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
を
、
合
併
前

の
菊
池
市
、
七
城
町
、
旭
志
村
、
泗
水
町
の
各
区
域
ご
と
に
設
置
す
る
。
な
お
、
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
下
記
「
地
域
審
議
会
の
設
置
に
関
す
る
事
項
」
の
と
お
り
と
す
る
。
（
略
） 

 

４ 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長 

       

５ 

合
併
時
の
関
係
市
町
村
の
現
況
表 

       

  

                  

  

 

泗
水
町 

旭
志
村 

七
城
町 

菊
池
市 

町
村
名 

松
岡 

一
俊 

石
井 

光
幸 

緒
方 

奨 

福
村 

三
男 

 
 
 

長 

泉
田 

辰
二
郎 

栃
原 

武
俊 

 隈
田 

亮
平 

 

助 

役 

山
本 

秀
夫 

 

 

甘
田 

哲
郎 

 

収
入
役 

北
田 

彰 

坂
田 

公
弘 

境 

和
則 

荒
木 

建
令 

 

議 

長 

中
山 

和
幸 

森 

誠
雄 

福
島 

利
徳 

外
村 

國
敏 

 

副
議
長 

 

  

生
産 

額 業
態
生

業
の 

割
合 

中
学
校
以 

上
の
学
校  

 

計 
 

（
百
万
円
） 

第
三
次
産
業
（
百
万
円
） 

第
二
次
産
業
（
百
万
円
） 

第
一
次
産
業
（
百
万
円
） 

前
年
度
予
算
総
額 

 

（
百
万
円
） 

市
町
村
税
納
税
額 

 

（
百
万
円
） 

高
等
学
校 

中
学
校 

 
 
 
 

計 

第
三
次
産
業
（
人
） 

第
二
次
産
業
（
人
） 

第
一
次
産
業
（
人
） 

 

面 
 
 
 
 
 
 

積
（?

） 

 

戸 
 
 
 
 
 
 

数
（
戸
） 

 

人 
 
 
 
 
 
 

口
（
人
） 

 
 
 
 

 
 
 

区 
 
 
 

分 

 

二
一
一
、
二
八
七 

一
〇
九
、
一
九
三 

八
一
、
六
八
七 

二
〇
、
四
〇
七 

二
五
、
三
九
七 

四
、
八
一
一 三 五 

二
六
、
四
一
五 

一
三
、
二
九
三 

七
、
六
八
九 

五
、
四
三
三 

二
七
六
．
六
六 

一
六
、
九
〇
五 

五
三
、
一
七
八 

  
 

菊
池
市 

八
八
、
八
九
四 

六
三
、
九
一
〇 

一
九
、
九
八
七 

四
、
九
九
七 

一
二
、
二
七
八 

二
、
五
八
二 二 二 

一
三
、
六
五
六 

七
、
三
〇
六 

三
、
九
〇
二 

二
、
四
四
八 

一
八
二
．
六
〇 

九
、
〇
九
三 

二
七
、
四
〇
八 

 
 

菊
池
市 

二
八
、
五
七
七 

一
二
、
九
〇
七 

一
二
、
二
三
六 

三
、
四
三
四 

五
、
〇
八
六 

五
一
四 〇 一 

三
、
〇
四
四 

一
、
二
八
二 

七
二
一 

一
、
〇
四
一 

二
〇
．
五
〇 

一
、
六
九
五 

五
、
九
九
七 

 

七
城
町 

二
九
、
一
八
九 

一
〇
、
八
七
三 

一
〇
、
五
五
六 

七
、
七
六
〇 

三
、
一
一
四 

五
一
〇 〇 一 

二
、
七
一
〇 

一
、
〇
三
七 

七
三
九 

九
三
四 

四
六
．
五
九 

一
、
五
三
二 

五
、
四
三
一 

 

旭
志
村 

六
四
、
六
二
七

二
一
、
五
〇
三

三
八
、
九
〇
八

四
、
二
一
六

四
、
九
四
二

一
、
二
〇
五一一

七
、
〇
〇
五

三
、
六
六
八

二
、
三
二
七

一
、
〇
一
〇

二
六
．
九
七

四
、
五
八
五

一
四
、
三
四
二

 

泗
水
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合 

併 

関 

係 

市 

町 

村 
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四 
 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

【
旧
菊
池
市
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

隈

府

町

川

原

村

水

源

村

龍

門

村

迫

間

村

菊

池

村

花

房

村

戸

崎

村

菊

池

町

菊

池

市

菊

池

市

昭
三
三
・
八

・
一
市
制
施
行

（

）

昭
三
二
・
二

・
一
境
界
変
更

（

）

昭
三
一
・

九
・
一
新
設

（

）

（

）

旧
城
北
村
の
一
部

菊
池
村
大
字
稗
方
、
米

原
お
よ
び
木
野
の
一
部

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

市

制

・

町

村
制

前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま

で

終

戦

時

隈

府

町

隈

府

町

隈

府

町

河

原

村

河

原

村

水

源

村
　

　

水

源

村
　

　

亘

村

　

片

角

村
　

袈

裟

尾

村　

玉

祥

寺

村　

下

河

原

村　

藤

田

村
　

木

庭

村
　

原

村

　

四

丁

分

村　

小

木

村
　

龍

門

村
　

龍

門

村
　

龍

門

村
　

迫

間

村
　

迫

間

村
　

菊

池

村
　

菊

池

村
　

花

房

村
　

花

房

村
　

戸

崎

村
　

戸

崎

村
　

城

北

村
　

城

北

村
　

雪

野

村
　

班

蛇

口

村　

重

味

村
　

豊

間

村
　

太

平

村
　

西

迫

間

村　

市

野

瀬

村　

長

田

村
　

大

琳

寺

村　

北

宮

村
　

野

間

口

村　

深

川

村
　

西

寺

村
　

村

田

村
　

出

田

村
　

広

瀬

村
　

木

柑

子

村　

赤

星

村
　

森

北

村
　

今

村

　

木

野

村
　

池

永

村
　

松

尾

村
　

稗

方

村
　

米

原

村
　

宮

原

村
　

阿

佐

古

村　

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）

（
明

二

二
・
四
・
一

新

設
）
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（
一
） 

隈
府
町 

隈
府
町
は
、
南
北
朝
時
代
に
隈
部
と
い
わ
れ
た
聚
落
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

菊
池
氏
の
居
跡
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
隈
府
と
改
め
ら
れ
た
。
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）

藤
原
則
隆
が
菊
池
に
下
向
し
、
菊
池
氏
を
名
乗
っ
て
以
来
、
五
〇
〇
年
間
こ
の
地
方
に
お
け

る
政
治
、
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
。
菊
池
氏
の
没
落
後
、
町
の
中
心
も
城
下
、
椿
山
（
現
在

の
菊
池
神
社
の
下
の
地
域
）
か
ら
、
次
第
に
西
方
へ
移
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
再
三
の
兵

火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
現
在
の
市
街
地
は
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
九
月
の
火
災
後
形

づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
藩
時
代
、
河
原
手
永
の
隈
府
町
、
正
観
寺
村
、
築
地
村
、
輪

足
村
、
片
角
村
と
深
川
手
永
の
袈
裟
尾
村
、
玉
祥
寺
村
、
高
野
瀬
村
に
分
か
れ
て
い
た
。
当

時
の
史
料
に
よ
る
と
、
隈
府
町
は
、
人
口
約
一
、
三
〇
〇
人
の
地
方
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
文
化
文
政
の
頃
よ
り
各
地
に
新
し
い
町
の
発
生
が
あ
り
、
一
時
こ
の
町
の
位

置
付
け
も
低
下
し
た
が
、
深
川
手
永
の
会
所
が
深
川
村
か
ら
袈
裟
尾
村
に
、
河
原
手
永
の
会

所
が
河
原
村
か
ら
藤
田
村
に
、
さ
ら
に
藤
田
村
か
ら
正
観
寺
村
を
経
て
隈
府
町
に
移
る
に
お

よ
ん
で
、
隈
府
町
は
本
地
方
の
政
治
経
済
の
中
心
地
と
な
り
明
治
に
至
っ
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
隈
府
町
と
高
野
瀬
、
正
観
寺
、

輪
足
、
築
地
、
正
祥
寺
、
袈
裟
尾
、
立
石
、
片
角
の
各
村
は
、
第
六
大
区
第
三
小
区
に
入
っ

た
が
、
そ
の
後
、
隈
府
、
正
観
寺
、
高
野
瀬
、
立
石
の
四
か
町
村
が
合
併
し
て
隈
府
町
と
な

り
、
築
地
と
輪
足
の
二
か
村
が
合
併
し
て
亘
村
と
な
っ
た
。
同
一
二
年
に
郡
区
町
村
編
制
法

の
施
行
に
よ
り
、
郡
役
所
が
高
野
瀬
等
に
設
置
さ
れ
、
隈
府
町
と
亘
、
片
角
、
玉
祥
寺
、
袈

裟
尾
の
各
村
は
一
行
政
区
域
と
し
て
、
隈
府
町
に
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
。
一
七
年
の
制
度

改
正
に
際
し
て
も
行
政
区
域
に
変
更
は
な
く
、
二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
伴
い
、
前
記
五

か
町
村
が
合
併
し
て
隈
府
町
と
な
っ
た
。 

（
二
） 

河
原
村 

下
河
原
村
、
藤
田
村
、
木
庭
村
の
三
か
村
は
、
旧
藩
時
代
、
河
原
手
永
に
属
し
、
そ
の
惣

庄
屋
会
所
は
下
河
原
村
日
向
に
あ
っ
て
、
一
四
か
村
を
支
配
下
に
お
い
て
い
た
。
元
禄
末
期
、

惣
庄
屋
会
所
は
藤
田
村
に
移
転
し
た
が
、
の
ち
隈
府
町
へ
移
っ
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
第
六
大
区
第
一
小
区
に
属
し
た

が
、
同
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
下
河
原
、
弁
利
、
木
庭
、
伊
萩
、
藤

田
の
五
か
村
が
同
一
行
政
区
域
と
な
り
、
下
河
原
村
に
戸
長
役
場
が
お
か
れ
た
。
二
二
年
の

町
村
制
施
行
に
伴
い
、
下
河
原
、
藤
田
、
木
庭
の
三
か
村
が
合
併
し
て
河
原
村
と
な
っ
た
。 

（
三
） 

水
源
村 

藩
政
以
前
は
、
菊
池
氏
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
菊
池
氏
は
村
内
に
点
在
す
る
掛
幕
、

黄
金
塚
、
市
成
な
ど
の
菊
池
外
城
に
そ
の
一
族
を
配
置
し
、
豊
後
と
の
辺
境
の
備
え
と
し
て

い
た
。
旧
藩
時
代
は
、
河
原
手
永
惣
庄
屋
の
管
轄
の
下
に
、
原
村
と
四
丁
分
村
の
二
庄
屋
の

支
配
を
受
け
て
い
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
原
、
四
丁
分
の
二
か
村
は
、
下

河
原
村
な
ど
と
と
も
に
第
六
大
区
第
一
小
区
を
な
し
て
い
た
が
、
同
一
二
年
に
は
二
か
村
が

一
行
政
区
域
と
な
っ
た
。
同
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
際
し
、
二
か
村
が
合
併
し
て
水
源
村

と
な
っ
た
が
、
四
丁
分
の
木
佐
木
部
落
は
、
菊
池
川
を
境
と
し
て
迫
間
村
へ
編
入
さ
れ
た
。 

（
四
） 

龍
門
村 

雪
野
、
龍
門
付
近
か
ら
は
石
器
類
が
出
土
さ
れ
、
こ
の
地
域
は
有
史
以
前
か
ら
開
け
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
藩
時
代
、
本
村
は
、
河
原
手
永
と
深
川
手
永
に
分
属
し
て
い
た
。

 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
白
木
、
小
楠
野
、
長
野
、
染
土
、

虎
口
、
寺
小
野
、
雪
野
、
斑
蛇
口
の
八
か
村
に
分
か
れ
、
第
六
大
区
第
二
小
区
に
属
し
た
が
、

そ
の
後
、
白
木
と
小
楠
野
の
二
か
村
が
合
併
し
て
小
木
村
と
な
り
、
長
野
、
染
土
、
虎
口
、

寺
小
野
の
四
か
村
が
合
併
し
て
龍
門
村
と
な
り
、
一
二
年
に
は
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行

に
よ
り
、
小
木
、
龍
野
、
雪
野
お
よ
び
斑
蛇
口
の
四
か
村
は
、
一
行
政
区
域
と
な
っ
た
が
、

二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
伴
な
い
、
前
記
四
か
村
が
合
併
し
て
龍
門
村
と
な
っ
た
。 

（
五
） 

迫
間
村 

旧
藩
時
代
、
迫
間
村
は
、
河
原
手
永
の
支
配
を
受
け
、
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）

宝
暦
（
一
七
五
一
～
一
七
六
三
）
年
間
に
わ
た
り
大
規
模
な
耕
地
の
開
拓
が
行
な
わ
れ
た
。

特
に
兵
戸
井
手
は
、
豊
後
側
よ
り
山
水
を
引
い
て
菊
池
川
に
注
が
せ
る
も
の
で
、
当
時
と
し

て
は
驚
く
べ
き
進
歩
し
た
土
木
工
事
で
あ
り
、
そ
の
井
手
は
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
手
永
が
郷
と
改
め
ら
れ
、
菊
池
郡
に
お
い
て
は
、
河
原
郷
と
深

川
郷
の
二
郷
と
な
っ
た
が
、
本
村
は
河
原
郷
に
属
し
た
。
七
年
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、

伊
倉
、
生
味
、
東
迫
間
、
土
豊
水
、
平
野
、
大
柿
、
西
迫
間
、
市
野
瀬
の
八
か
村
に
分
か
れ

て
い
て
、
第
六
大
区
第
二
小
区
に
属
し
た
が
、
そ
の
後
伊
倉
村
と
生
味
村
が
合
併
し
て
重
見

村
、
大
柿
村
と
平
野
村
が
合
併
し
て
太
平
村
、
土
豊
水
村
と
東
迫
間
村
が
合
併
し
て
豊
間
村

と
な
っ
た
。
一
二
年
郡
区
町
村
編
制
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
重
見
、
太
平
、
豊
間
、
西
迫
間
、

市
野
瀬
の
五
か
村
は
一
行
政
区
域
と
な
り
、
二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
伴
な
い
、
こ
の
五
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か
村
が
合
併
し
て
迫
間
村
と
な
っ
た
。 

（
六
） 

菊
池
村 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
第
六
大
区
第
三
、
第
四
小
区
に

属
し
、
長
田
、
大
琳
寺
、
北
宮
、
野
間
口
、
深
川
、
西
寺
、
村
田
の
七
か
村
に
分
れ
て
い
た
。

一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
こ
の
七
か
村
で
一
行
政
区
域
を
な
し
た
が
、

二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
際
し
て
、
こ
の
区
域
が
合
併
し
て
菊
池
村
と
な
っ
た
。 

（
七
） 

花
房
村 

こ
の
地
域
に
は
、
横
穴
古
墳
群
や
貝
塚
等
が
み
ら
れ
、
有
史
以
前
か
ら
、
人
が
生
活
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
旧
藩
時
代
は
河
原
手
永
に
属
し
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改

正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
第
六
大
区
第
四
小
区
に
属
し
、
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施

行
に
際
し
て
は
、
出
田
、
広
瀬
、
木
柑
子
の
三
か
村
は
、
今
、
森
北
、
赤
星
の
各
村
と
と
も

に
一
行
政
区
域
を
な
し
た
が
、
二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
伴
な
い
、
出
田
、
広
瀬
、
木
柑

子
の
三
か
村
が
合
併
し
て
花
房
村
と
な
っ
た
。 

（
八
） 

戸
崎
村 

本
村
の
妙
見
原
一
帯
に
発
見
さ
れ
る
弥
生
式
文
化
の
遺
物
、
森
北
台
地
の
急
斜
地
に
み
ら

れ
る
横
穴
、
下
赤
星
渕
上
の
水
田
か
ら
発
掘
さ
れ
た
弥
生
式
土
器
な
ど
か
ら
、
古
く
か
ら
農

耕
文
化
を
も
っ
た
集
落
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

藩
政
以
前
に
は
、
菊
池
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
菊
池
氏
一
八
代
武
房
の
弟
有
隆
が
こ
の
地

方
の
領
主
と
な
っ
て
以
来
、
一
〇
代
に
わ
た
っ
て
戸
崎
地
方
を
支
配
し
た
。 

加
藤
時
代
、
赤
星
井
手
の
開
さ
く
が
行
な
わ
れ
、
現
在
本
田
と
呼
ば
れ
る
水
田
が
開
発
さ

れ
、
細
川
時
代
も
農
業
開
発
の
面
で
著
し
い
進
歩
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
村
落
の
共
同

化
が
な
さ
れ
、
組
の
制
度
が
あ
っ
て
、
「
か
ん
な
め
」
（
村
八
分
）
の
制
が
徹
底
し
、
多
く
の

宮
座
が
発
生
し
て
い
る
。
宝
永
年
間
（
一
七
五
一
～
六
三
）
、
河
原
杢
左
衛
門
に
よ
っ
て
「
今

村
ま
ぶ
」
す
な
わ
ち
宝
永
隧
道
が
完
成
さ
れ
、
新
田
本
田
の
開
墾
も
行
わ
れ
、
戸
崎
村
の
農

村
と
し
て
の
基
礎
が
確
立
し
た
。 

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
八
月
、
藩
政
改
革
に
際
し
て
、
本
村
の
区
域
は
河
原
郷
に
属
し

た
が
、
七
年
の
改
正
大
小
区
制
の
下
で
は
、
花
房
、
加
茂
川
、
砦
村
の
一
部
と
と
も
に
第
六

大
区
第
四
小
区
に
編
入
さ
れ
、
八
年
の
地
租
改
正
の
際
、
下
妙
見
、
上
古
閑
は
合
併
し
て
森

北
村
と
な
り
、
今
、
森
北
、
赤
星
、
出
田
、
広
瀬
、
木
柑
子
の
各
村
に
惣
代
を
設
け
、
そ
の

上
に
、
戸
長
を
置
い
た
。
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
こ
れ
ら
の
村
は
一
行
政
区
域

に
属
し
、
同
一
戸
長
役
場
の
下
に
お
か
れ
た
が
、
町
村
制
の
施
行
に
伴
な
い
、
赤
星
、
森
北
、

今
の
三
か
村
が
合
併
し
て
戸
崎
村
と
な
っ
た
。 

（
九
） 

城
北
村
（
※
第
三
編
「
山
鹿
市
」
の
頁
考
照
） 

 

２ 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯 

昭
和
二
八
年
、
促
進
法
制
定
に
伴
い
発
表
さ
れ
た
県
の
合
併
試
案
で
は
、
隈
府
、
河
原
、
菊

池
、
戸
崎
、
花
房
、
城
北
の
六
か
町
村
合
併
と
龍
門
、
水
源
、
迫
間
の
三
か
村
合
併
の
二
ブ
ロ

ッ
ク
案
と
な
っ
て
い
た
が
、
隣
接
町
村
が
相
つ
い
で
合
併
し
た
の
で
、
本
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

も
、
二
九
年
か
ら
合
併
へ
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。
元
々
合
併
前
の
各
町
村
は
、
七
城
村

お
よ
び
菊
鹿
町
に
属
す
る
旧
城
北
村
と
と
も
に
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
藤
原
則
隆
下
向
以
来

二
五
代
に
わ
た
る
菊
池
氏
の
政
治
経
済
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
、
各
町
村

に
分
割
さ
れ
た
も
の
で
、
文
化
、
生
活
感
情
、
交
通
面
等
で
一
体
性
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
的
諸
条
件
に
加
え
て
、
促
進
法
の
制
定
に
よ
り
、
合
併
へ
の
動
き
は
急
速
に
進
展
し
、

昭
和
二
九
年
九
月
に
は
、
菊
池
、
河
原
、
花
房
、
戸
崎
四
か
村
が
合
併
準
備
委
員
会
を
結
成
し
、

四
か
村
に
隈
府
町
を
加
え
た
五
か
町
村
合
併
（
県
試
案
か
ら
城
北
村
を
除
い
た
も
の
。）
の
話
を

進
め
て
い
た
が
、
隈
府
町
の
態
度
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
の
で
、
一
応
白
紙
に
か
え
し
解
散

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
一
年
一
月
三
〇
日
の
町
村
会
に
お
い
て
合
併
促
進
が
正
式
な
議
題
に

あ
が
り
、
同
年
二
月
に
町
村
合
併
促
進
協
議
会
規
約
を
作
成
し
、
各
町
村
（
隈
府
町
、
河
原
村
、

水
源
村
、
龍
門
村
、
菊
池
村
、
花
房
村
、
戸
崎
村
、
迫
間
村
）
ご
と
に
町
村
長
、
議
長
、
議
員

三
名
、
議
員
お
よ
び
学
識
経
験
者
各
一
名
の
計
七
名
ず
つ
を
選
出
し
、
全
委
員
五
六
名
に
よ
る

協
議
会
（
県
試
案
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
城
北
村
は
既
に
菊
鹿
村
と
し
て
合
併
し
て
い
た
の
で
、

こ
れ
を
除
い
た
町
村
）
の
発
足
を
み
た
。
第
一
回
の
協
議
会
は
、
昭
和
三
一
年
四
月
二
七
日
に

開
催
さ
れ
、
協
議
会
分
科
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
総
務
、
経
済
、
民
生
文

化
各
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、
以
後
協
議
会
か
ら
の
付
託
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
五
月
四
日
に
第
二
回
協
議
会
を
開
催
し
、
以
後
の
事
務
日
程
、
新
町
村
建
設
計
画
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

五
月
に
は
、
五
回
の
協
議
会
を
開
い
て
、
合
併
条
件
お
よ
び
建
設
計
画
の
基
本
的
な
審
議
を

終
了
し
、
六
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
に
、
各
町
村
議
会
に
お
い
て
、
合
併
関
係
議
案
の
同

文
議
決
を
行
い
、
昭
和
三
一
年
七
月
六
日
、
知
事
へ
合
併
申
請
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
間
、
各

町
村
に
お
い
て
は
、
合
併
に
つ
い
て
の
審
議
が
慎
重
に
行
な
わ
れ
た
が
特
に
問
題
と
な
る
こ
と
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も
な
く
、
同
文
議
決
に
際
し
て
は
、
全
町
村
と
も
満
場
一
致
で
合
併
議
決
が
行
な
わ
れ
、
昭
和

三
一
年
九
月
一
日
、
菊
池
町
と
し
て
発
足
し
た
。
町
名
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
歴
史
的
に
縁
が

深
く
、
し
か
も
古
く
か
ら
附
近
一
帯
が
菊
池
の
名
称
で
通
用
し
て
い
た
の
で
「
菊
池
町
」
と
決

ま
っ
た
。

 
 

そ
の
後
、
昭
和
三
二
年
二
月
一
日
、
鹿
本
郡
菊
鹿
村
の
一
部
の
堀
切
、
稗
方
を
編
入
し
、
県

計
画
に
基
づ
く
合
併
団
体
と
し
て
市
の
要
件
の
特
例
に
よ
り
昭
和
三
三
年
八
月
一
日
、
市
制
を

施
行
し
た
。

３ 
 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項

（
一
） 

 

合
併
の
形
式

　
合
体
合
併

（
二
） 

 

合
併
の
時
期

昭
和
三
一
年
九
月
一
日

（
三
） 

 

選
挙

１ 
 

議
会
議
員
の
選
挙

 
 

議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
を
昭
和
三
二
年
三
月

三
一
日
ま
で
延
長
す
る
。
そ
の
後
は
、
地
方
自
治
法
第
九
一
条
に
よ
る
定
数
と
す
る
。
選

挙
区
は
、
合
併
後
最
初
に
行
な
わ
れ
る
選
挙
に
限
り
、
各
町
村
の
区
域
を
も
っ
て
選
挙
区

を
設
け
、
定
員
は
、
人
口
比
例
に
よ
る
。

 
 

農
業
委
員
会
委
員
は
、
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
を
昭
和
三
二
年
三
月
三

一
日
ま
で
延
長
す
る
。

（
四
） 

 

助
役
の
定
数

一
名

（
五
） 

 

職
員
の
身
分
取
扱
い

１ 
 

特
別
職
を
除
き
、
全
員
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

２ 
 

職
員
の
勤
続
年
数
は
継
承
す
る
。

 
 

合
併
後
一
年
以
内
に
退
職
す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
退
職
手
当
を
支

給
す
る
。

３

町
村
税
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
極
力
合
併
ま
で
に
徴
収
し
、
滞
納
を
一
掃
し
て
お
く
。

（
七
） 

 

財
産
お
よ
び
負
債

 
 

各
町
村
の
所
有
す
る
財
産
は
、
す
べ
て
新
町
へ
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

各
町
村
の
有
す
る
負
債
は
、
新
町
に
お
い
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
八
） 

 

区
長
（
嘱
託
員
）
は
、
現
在
の
ま
ま
存
置
す
る
。

（
九
） 

 

新
町
の
大
字
区
域
お
よ
び
名
称
（
省
略
）

（
一
〇
） 

 

河
原
村
外
三
か
村
中
学
校
組
合
は
、
合
併
と
同
時
に
解
散
し
、
そ
の
財
産
は
す
べ

て
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

（
一
一
） 

 

消
防

消
防
団
は
統
合
し
て
、
構
成
お
よ
び
定
員
は
次
の
編
成
と
す
る
。

（
一
二
） 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
促
進
法
の
規
定
に
よ
り
、
別
紙
規
約
の
と
お
り
実

施
し
、
昭
和
三
二
年
度
よ
り
全
地
域
に
実
施
す
る
（
別
紙
規
約
は
省
略
）
。

４ 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

３ ２
　

合
併
後
三
か
月
以
内
の
退
職
者
に
対
し
て
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分

の
一
八
○
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額

　

合
併
後
六
か
月
以
内
の
退
職
者
に
対
し
て
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分

の
一
六
〇
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額

　

合
併
後
一
年
以
内
の
退
職
者
に
対
し
て
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分
の

一
三
〇
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額

アイウ

（
六
） 

町
税
の
賦
課

　

昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
固
定
資
産
の
評
価
を
実
施
し
、
昭
和
三
二
年
度
か
ら
は
均
一

課
税
と
す
る
。

　

固
定
資
産
評
価
審
議
会
委
員
の
定
数
は
八
名
と
し
、
各
町
村
よ
り
一
名
選
出
す
る
も
の

と
す
る
。

１２

団
長

副
団

長

（
一
人
）（
二
人
）

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

第
八
分
団

（
隈
府
）

（
八

人
）
（
九

人
）
（
四
二

人
）（
四
二

人
）（
一
二
六

人
）（
一
五
五
〇

人
）

（
河
原
）

（
水
源
）

（
龍
門
）

（
迫
間
）

（
菊
池
）

（
花
房
）

（
戸
崎
）

長

副
分
団
長

部
長

班
長

団
員

副
部
長

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃

町
村
名

隈
府
町

河
原
村

水
源
村

龍
門
村

迫
間
村

菊
池
村

花
房
村

戸
崎
村

中
嶋

幸
雄

中
村
喜
一
郎

佐
藤

末
喜

宮
本

繁
子

富
岡

正
清

八
並

滋
信

山
下

清

赤
星

惟
一

後
藤

司

稲
葉

直

徳
渕

直
臣

本
藤

直

中
原

新
吾

永
田

次
雄

松
永

政
次

宮
川

豊

竹
田

勇
蔵

岩
木

文
聿

松
田

栄

佐
藤

隆
敏

国
光

定
雄

岩
崎

仁
作

釘
山

満
雄

吉
野

叔
嗣

橋
瓜

末
喜

松
永

春
市

小
川

勇

富
岡

昇

吉
田

定
喜

藤
本

信
義

葛
原

積

木
下

義
親

福
村

登

岩
木

進

藤
川

司

川
口

義
次

茂
田

敬
喜

大
久
保
逸
喜

城

徳

松
永

勝

長

助

役

収

入

役

副

議

長

議

長

―1008―
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５ 

合
併
時
の
関
係
町
村
の
現
況
表

区

分

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の

割

合

都

市

的

業

態

そ

の

他

の

業

態

戸人

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円 人人人人 人人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

そ

の

他

計計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、
工
場
、
事
業
場

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

資
本
金
五
百

万
円
以
上

（

）

菊
池
町

関

係

町

村

隈

府

町

河

原

村

水

源

村

龍

門

村

迫

間

村

菊

池

村

花

房

村

戸

崎

村

三
五
、
二
七
五

六
、
六
八
八

一
七
八
・
九
一

二
、
四
九
八

二
、
二
七
五

四
、
七
七
三

一
一
、
九
〇
六

四
、
五
二
〇

一
六
、
四
二
六

二
一五三

二
二
、
七
〇
四

一
五
、
三
八
七

八
〇
、
二
六
六

一
八
二
、
四
二
九二

一
、
七
五
〇

五
二
八
、
九
八
〇

九
三
九
、
七
三
五

四
〇
九
、
〇
〇
五

一
三
、
〇
六
五

二
、
八
〇
八

三
・
七
六

二
、
一
六
〇

一
、
六
六
四

三
、
八
二
四

八
二
八

二
五

八
五
三

一
四二三

一
〇
、
六
六
四

一
一
、
〇
七
五

二
六
、
九
五
六

五
四
、
一
五
一二

―

四
四
、
八
〇
九

三
六
四
、
九
九
四

三
二
〇
、
一
八
五

二
、
九
一
五

五
〇
八

一
三
・
六
七

七
〇

四
三

一
一
三

二
、
四
七
二

二
、
八
〇
二

三
三
〇二

――

一
、
二
七
一

四
〇
六

六
、
二
四
四

一
八
、
五
四
六

―

五
〇
〇

八
九
、
三
一
五

九
〇
、
三
一
五

五
〇
〇

四
、
四
五
三

七
七
〇

七
七
・
〇
〇

九
五

一
一
八

二
一
三

一
、
八
四
六

二
、
四
〇
八

四
、
二
五
四一一

―

二
、
四
五
五

四
七
四

一
一
、
八
八
四

三
三
、
二
一
八

――

六
六
、
九
九
四

九
四
、
八
九
八

二
七
、
九
〇
四

三
、
〇
八
〇

五
三
三

四
七
・
五
二

五
三五

二
、
二
三
〇

五
八

二
、
九
七
一

七
四
一一一

―

一
、
二
三
九

五
二
五

四
、
七
一
一

一
二
、
七
六
三

――
三
二
、
六
五
二

六
三
、
五
六
八

三
〇
、
九
一
六

三
、
六
七
九

六
五
六

一
八
・
二
二

二
〇五

二
、
九
二
七

二
五

三
、
六
五
三

七
二
六一一

―

一
、
〇
二
三

五
六
九

七
、
九
九
八

二
〇
、
四
五
一

―

四
五
〇

九
二
、
九
八
〇

一
〇
六
、
四
二
四

一
二
、
九
九
四

四
、
一
四
二

七
一
五

六
・
六
八

三
〇

一
四
五

四
五
一

一
七
五

五
七
六

一
二
五一

――

二
、
八
二
〇

一
、
七
二
四

一
三
、
一
〇
三

五
〇
〇

一
八
、
七
二
七

―

一
二
九
、
四
二
二

一
二
三
、
九
二
二

二
一
、
〇
〇
〇

一
、
七
四
六

三
一
五

六
・
四
〇

二
二

二
九
三

二
一
五

三
一
五

三
一
五

一
〇
〇一

――

一
、
四
三
二

三
二
七

四
、
一
二
四

―

一
二
、
五
一
五

―

四
五
、
〇
二
〇

四
五
、
四
二
〇

四
〇
〇

二
、
一
九
五

三
八
三

五
・
六
六

四
八二

九
三
七

五
〇

一
、
〇
〇
二

六
五

―――

一
、
八
〇
〇

二
八
七

五
、
二
四
六

三
〇
〇

一
二
、
〇
五
八

―

二
七
、
七
八
八

四
一
、
一
九
四

一
三
、
一
〇
六



【
旧
菊
池
郡
七
城
町
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 

　

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

（
一
） 

砦
村

（
二
） 

加
茂
川
村

（
三
） 

清
泉
村

　

本
村
地
域
は
、
菊
池
氏
一
八
代
の
治
下
に
あ
っ
た
が
、
菊
池
氏
滅
亡
後
、
加
藤
氏
の
治
め

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
後
藩
政
時
代
に
至
っ
て
深
川
手
永
に
属
し
、
高
田
村
は
中
通
郷
に
、

荒
牧
、
臺
（
寺
町
、
水
島
の
二
村
が
明
治
九
年
合
併
）
、
瀬
戸
口
、
邊
田
、
流
川
、
岡
田
、
水

次
、
山
崎
の
八
か
村
は
北
通
郷
に
列
し
て
い
た
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
こ
れ
ら
九
か

村
は
一
行
政
区
画
と
し
て
同
一
戸
長
役
場
の
統
治
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
七
年
ご

ろ
臺
村
に
戸
長
役
場
が
お
か
れ
た
が
、
そ
の
後
一
八
年
か
ら
二
一
年
ま
で
岡
田
村
に
も
戸
長

役
場
が
設
け
ら
れ
、
東
西
に
分
け
て
行
政
が
行
な
わ
れ
た
。
二
二
年
町
村
制
施
行
と
と
も
に

前
記
九
か
村
が
合
併
し
て
砦
村
と
な
っ
た
。

　

旧
藩
時
代
、
本
村
地
域
は
、
河
原
、
深
川
の
二
つ
の
手
永
に
属
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
夜

間
、
宮
園
、
甲
佐
町
、
新
古
閑
の
四
か
村
は
河
原
手
永
に
、
蟹
穴
、
羽
根
木
、
西
郷
、
五
海
、

菰
入
、
高
島
、
加
恵
の
七
村
は
深
川
手
永
と
な
っ
て
い
た
。

　

明
治
維
新
後
も
本
村
地
域
は
前
記
一
一
か
村
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
、
地
租
改
正
の
際
、
夜
間
、
宮
園
を
清
水
村
と
し
、
五
海
、
西
郷
、
羽
根
木
、
蟹
穴
の
四

村
を
砂
田
村
と
し
た
。
一
二
年
清
水
村
ほ
か
六
か
村
を
一
行
政
区
域
と
し
て
戸
長
役
場
が
設

け
ら
れ
、
二
二
年
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
七
か
村
は
合
併
し
て
加
茂
川
村
と
な
っ
た
。「
加
茂

川
」
は
菊
池
村
か
ら
西
流
し
、
水
田
を
湿
し
て
い
る
大
井
手
の
鴨
川
の
名
を
と
っ
て
名
付
け

た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

吉
野
朝
時
代
、
菊
池
氏
の
支
族
で
あ
る
林
原
氏
が
打
越
城
（
打
越
地
名
残
存
）
を
根
拠
と

し
て
た
て
こ
も
り
、
ま
た
、
そ
の
分
家
の
小
野
崎
氏
（
小
野
崎
地
名
残
存
）
、
蛇
塚
氏
（
蛇
塚

地
名
残
存
）
が
本
村
地
域
を
か
た
め
て
い
た
の
で
、
足
利
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
が
、
足
利
軍

は
敗
北
し
て
逃
亡
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
村
地
域
は
軍
略
の
要
地
で
あ
っ
た
。
本
村
地
域
は

(

昭
三
〇
・
四
・
一

境
界
変
更)

(

昭
四
三
・
二
・
一

町
制
施
行)

(

昭
二
九
・
二
・
一

新
設)

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設)

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設) (

明
二
九
・
四
・
一

合
志
郡
は
菊
池
郡
と
合
併
、
菊
池
郡)

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設)

砦

村

加
茂
川
村

清

泉

村

七

城

村

七

城

町

七

城

町

大
字
亀
尾
の
一
部
を
泗
水
村
へ
分
離

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

後

ま
で

終

戦

時

小

崎

村

水

次

村

岡

田

村

流

川

村

邊

田

村

臺

村

荒

牧

村

高

田

村

瀬
戸
口
村

甲
佐
町
村

新
古
閑
村

清

水

村

菰

入

村

高

島

村

加

恵

村

砂

田

村

砦

村

砦

村

加
茂
川
村

加
茂
川
村

亀

尾

村

林

原

村

蘇

崎

村

小
野
崎
村

橋

田

村

合
志
群

清
泉
村

清

泉

村
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団

長

副
団
長

自
第
一
分
団

自
第
三
分
団

自
第
五
分
団

至
第
二
分
団

至
第
四
分
団

至
第
六
分
団

(

砦

地

区)

(

加
茂
川
地
区)

(

清

泉
地

区)

旧
藩
時
代
、
合
志
郡
に
属
し
、
竹
迫
手
永
治
下
の
三
万
田
、
板
井
、
打
越
、
内
島
、
林
原
、

小
野
崎
、
橋
田
の
七
か
村
で
あ
っ
た
が
、
明
治
七
年
に
打
越
、
内
島
は
合
併
し
て
蘇
崎
村
と

な
り
、
明
治
九
年
に
は
三
万
田
、
板
井
の
二
か
村
が
合
併
し
て
亀
尾
村
と
な
っ
た
。
明
治
一

二
年
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
一
行
政
区
域
と
さ
れ
、
二
二
年
、
町
村
制
施
行
に
よ

り
、
五
か
村
が
合
併
し
て
清
泉
村
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
村
は
合
志
郡
で
あ
っ
た
が
明
治
二

九
年
郡
統
合
が
な
さ
れ
、
菊
池
、
合
志
の
二
郡
は
合
併
し
て
菊
池
郡
と
な
っ
た
。
本
村
は
長

蛇
の
ご
と
く
東
西
に
長
い
集
落
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
脈
々
と
清
水
が
湧
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
清
泉
村
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２ 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
九
月
に
町
村
合
併
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
県
は
加
茂
川
、
砦
、

清
泉
の
三
か
村
合
併
案
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
従
来
か
ら
中
学
校
組
合
を
組
織
し
て
中

学
校
経
営
管
理
を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
生
活
環
境
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
点
で
風
俗
は
類
似

し
、
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
三
か
村
の
合
併
は
急
速
に
ま
と
ま
り
、
早
速
二
九
年
四
月
合
併
協

議
会
（
各
村
一
〇
人
ず
つ
計
三
〇
人
）
を
設
立
し
て
合
併
に
つ
い
て
の
検
討
研
究
が
な
さ
れ
た

結
果
、
何
等
の
波
乱
も
な
く
三
か
村
合
併
は
順
調
に
進
ん
だ
。
同
年
九
月
合
併
協
定
書
を
決
定

し
、
一
一
月
一
日
菊
池
郡
の
町
村
合
併
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
七
城
村
が
誕
生
し
た
。
合
併
各
村

の
住
民
か
ら
村
名
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
合
併
三
か
村
の
地
城
内
に
、
菊
池
一
八
外
城
の
う
ち

七
つ
の
城
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
七
城
村
」
の
故
事
来
歴
を
と
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
村
名
と
し
た
。
翌
三
〇
年
四
月
一
日
、
隣
村
泗
水
村
及
び
田
島
村
が
合
併
す
る
際
、
七

城
村
の
最
南
端
の
三
万
田
部
落
（
当
時
五
三
戸
、
三
一
〇
人
）
が
泗
水
村
編
入
を
希
望
し
た
の

で
、
分
村
し
て
泗
水
村
へ
編
入
し
た
。

３ 
 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項

（
一
）  

 

合
併
の
形
式 

 
 
 

砦
村
、
加
茂
川
村
、
清
泉
村
を
合
体
す
る
。

（
二
）  

 

合
併
の
時
期 

 
 
 

昭
和
二
九
年
一
一
月
一
日

（
三
）  

 

選
挙

１ 
 

議
会
議
員
の
選
挙

　

議
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
を
昭
和
三

○
年
四
月
末
日
ま
で
延
長
す
る
。そ
の
後
は
地
方
自
治
法
第
九
一
条
に
よ
る
定
数
と
す
る
。

選
挙
区
は
設
け
ず
、
全
村
を
一
選
挙
区
と
す
る
。

　

農
業
委
員
会
は
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
は
昭
和
三
〇
年
三
月

末
日
ま
で
と
す
る
。

３ 
 

教
育
委
員
会
は
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
を
一
年
間
延
長
す
る
。

（
四
）  

 

助
役
の
定
数

一
人

（
五
）  

 

職
員
の
処
置

１ 
 

特
別
職
を
除
き
、
全
員
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

２ 
 

職
員
の
勤
務
年
数
は
継
承
す
る
。

３ 
 

退
職
手
当
は
左
記
に
よ
り
支
給
す
る
。

 
 

合
併
後
三
か
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分
の

一
二
〇
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額

 
 

合
併
後
六
か
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
は
、
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の
一
〇
〇
分
の

一
〇
〇
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額

（
六
）  

 

財
産
お
よ
び
負
債

１ 
 

現
砦
村
、
加
茂
川
村
、
清
泉
村
の
村
有
財
産
は
す
べ
て
新
村
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

２ 
 

旧
各
村
の
負
債
は
新
村
に
お
い
て
支
払
う
。

（
七
）
消
防

１ 
 

消
防
団
は
統
合
し
、
次
の
編
成
を
す
る
。

団
長

一
人
、
副
団
長

二
人
、
分
団
長

六
人

２ 
 

消
防
団
編
成

２
アイ
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（
八
） 

 

国
民
健
康
保
険

 
 

現
砦
村
、
加
茂
川
村
に
お
い
て
実
施
中
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
の
形
式

で
存
置
し
、
昭
和
三
一
年
度
か
ら
清
泉
村
を
加
え
、
全
体
を
統
合
し
、
こ
れ
が
育
成
強
化
に

努
め
る
。

 
 

加
茂
川
村
ほ
か
二
か
村
中
学
校
組
合
は
合
併
と
同
時
に
解
散
し
、
そ
の
財
産
は
新
村
に
引

き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

（
一
一
） 

 

村
お
よ
び
字
の
名
称

 
 
 
 

別
紙
の
と
お
り
（
別
紙
は
略
）

（
一
二
） 

 

部
落
連
絡
員
の
設
置

 
 
 
 

部
落
連
絡
員
（
区
長
）
設
置
の
区
域
は
現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

５ 

合
併
時
の
関
係
村
の
現
況
表

（
九
） 

 

加
茂
川
村
ほ
か
二
か
村
中
学
校
組
合

（
一
〇
） 

 

清
泉
村
三
万
田
部
落
は
、
三
村
合
併
後
三
万
田
の
希
望
す
る
時
期
に
お
い
て
分

村
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

村

名

長

助

役

収

入

役

議

長

副

議

長

砦

村

加
茂
川
村

清

泉

村

松

岡

貞

雄

岡

本

正

之

園

木

木

徳

永

達

雄

穂

波

守

清

松

岡

尚

之

古

閑

元

雄

瀬

田

直

川

上

忠

雄

古

田

愿

桑

満

隆

造

中

津

民

雄

野

中

直

之

本

山

一

人

橋
本
時
太
郎

区

分

人戸

人

口

戸

数

一
、
四
五
二

八
、
一
四
六

三
七
四

二
、
一
二
〇

六
三
〇

三
、
五
五
六

四
四
八

二
、
四
七
〇

七

城

村

砦

村

加
茂
川
村

清

泉

村

合

併

村

都
市
的

業

態

そ
の
他

の
業
態

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円 人人人人 人人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

そ

の

他

計計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

面

積

業

態

生

業

の
割
合

二
七
〇
、
〇
七
五

―

二
六
九
、
一
五
五

九
二
〇

―

三
八
、
四
八
五

一
六
、
四
二
二

八
三
九

九
、
二
五
三

―

一五

五
、
五
四
四

八
五
六

四
、
六
八
八

二
、
六
〇
二

二
、
〇
九
三

二
三
・
八
一

五
六
三

九
七
、
九
〇
二

―

九
七
、
九
〇
二

― ―

一
三
、
七
九
七

四
、
三
〇
一

一
二
四

四
、
一
三
三

― ―

一

一
、
四
四
四

一
一
八

一
、
三
二
六

六
七
六

五
四
二

八
・
九
二

一
三
四

九
三
、
八
八
九

―

九
三
、
八
八
九

― ―

一
六
、
三
三
九

七
、
一
五
七

四
、
〇
二
〇

五
〇
五

―

一二

二
、
四
七
二

二
六
四

二
、
二
〇
八

一
、
〇
八
四

八
三
六

五
・
九
七

二
四
八

七
八
、
二
八
四

―

七
七
、
三
六
四

九
二
〇

―

八
、
三
四
九

四
、
九
六
四

二
一
〇

一
、
一
〇
〇

― ―

二

一
、
六
二
八

四
七
四

一
、
一
五
四

八
四
二

六
六
一

八
・
九
二

一
八
一
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（
一
） 

 

旭
野
村

 
 

和
名
抄
に
よ
る
と
、
上
古
菊
池
に
九
郷
が
あ
り
、
そ
の
中
に
山
門
郷
と
い
う
の
が
で
て
い

る
が
、
本
村
の
岩
本
は
岩
木
山
門
の
転
語
か
ら
由
来
し
た
も
の
ら
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

円
通
寺
縁
起
に
は
「
藤
原
則
隆
、
肥
の
国
に
下
向
し
て
観
音
像
を
岩
本
の
庄
に
安
置
す
」
と

で
て
い
る
が
、
岩
本
が
文
献
に
で
た
の
は
こ
れ
が
一
番
古
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 

旧
藩
時
代
に
は
河
原
手
永
に
属
し
、
伊
萩
、
岩
本
、
姫
井
の
三
か
村
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
大
小
区
制
の
下
で
は
第
六
大
区
第
一
小
区
に
属
し
明
治
九
年
（
一

八
七
七
）
に
岩
本
と
姫
井
が
合
併
し
て
辯
利
村
と
な
り
、
一
二
年
に
は
伊
萩
村
は
辯
利
村
に

下
河
原
村
を
加
え
て
一
行
政
区
域
と
な
っ
た
が
、
二
二
年
町
村
制
施
行
の
際
、
伊
萩
村
、
辯

利
両
村
が
合
併
し
て
旭
野
村
と
な
っ
た
。
村
名
「
旭
野
村
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
朝
日
（
旭

日
）
の
で
る
野
を
東
に
控
え
て
い
る
の
で
「
旭
野
」
の
村
名
を
つ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 
 

手
永
時
代
に
は
高
永
村
、
妻
越
村
、
小
原
村
、
高
柳
村
、
平
村
、
湯
舟
村
、
伊
坂
村
七
か

村
が
合
志
郡
郷
北
領
邑
と
し
て
大
津
会
所
に
属
し
て
い
た
が
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
大

小
区
制
で
は
第
五
大
区
第
四
小
区
に
属
し
た
。
九
年
（
一
八
七
七
）
高
柳
村
、
平
村
、
湯
船

村
が
合
併
し
て
麓
村
に
、
妻
越
村
、
高
永
村
が
合
併
し
て
新
明
村
と
な
り
、
明
治
二
二
年
に

伊
坂
、
小
原
村
、
新
明
村
、
麓
村
が
合
併
し
て
北
合
志
村
と
な
っ
た
。

 
 

旭
野
村
、
北
合
志
村
、
護
川
村
は
鞍
岳
麓
に
展
開
す
る
純
農
村
で
、
地
理
的
条
件
、
風
俗
、

習
慣
も
類
似
し
、
縁
故
関
係
も
多
く
戦
後
教
育
制
度
が
改
正
さ
れ
た
際
、
旭
野
村
と
北
合
志
村

は
学
校
組
合
を
設
立
、
旭
志
中
学
校
を
経
営
し
て
き
た
状
況
に
あ
り
、
三
か
村
は
緊
密
な
関
係

に
あ
っ
た
。

 
 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
九
月
の
町
村
合
併
促
進
法
制
定
時
ご
ろ
か
ら
、
旭
野
村
、
北
合

志
村
の
住
民
の
間
に
は
二
か
村
合
併
に
対
す
る
関
心
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
た
が
、
県
か
ら
旭

野
村
、
北
合
志
村
、
護
川
村
の
三
か
村
合
併
思
案
が
示
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
両
村
の
合
併
気

運
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

 
 

し
か
し
、
県
試
案
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
護
川
村
の
議
会
、
住
民
の
間
に
は
大
津
町
と
合
併
し

よ
う
と
す
る
意
見
と
、
旭
野
村
お
よ
び
北
合
志
村
と
合
併
し
た
い
と
す
る
意
見
と
が
対
立
し
て
、

容
易
に
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
旭
野
村
、
北
合
志
村
、
両
村
で
は
、
護

川
村
の
意
思
統
一
を
み
る
ま
で
合
併
協
議
会
の
設
置
を
み
あ
わ
せ
て
い
た
が
、
早
急
な
意
思
統

一
の
空
気
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
三
一
年
二
月
一
四
日
、
旭
野
村
、
北
合
志
村
の
二
か
村

で
合
併
促
進
協
議
会
を
設
置
し
、
合
併
条
件
の
協
議
を
開
始
し
た
。

 
 

合
併
協
議
会
は
、
二
月
一
六
日
第
一
回
の
協
議
会
に
続
い
て
、
同
月
二
九
日
の
最
後
の
協
議

会
ま
で
五
回
の
会
合
を
重
ね
て
慎
重
審
議
を
行
い
、
五
月
一
日
合
併
し
た
。
合
併
前
の
旭
野
村

の
「
旭
」
と
北
合
志
村
の
「
志
」
を
と
っ
て
旭
志
村
と
名
付
け
た
。

 
 

一
方
、
護
川
村
で
は
、
一
月
村
議
会
で
は
分
村
合
併
を
決
め
た
が
、
二
月
に
は
分
村
に
よ
る

（
二
） 

 

北
合
志
村

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

【
旧
菊
池
郡
旭
志
村
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
村
の
沿
革

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

―1013―

旭

野

村

北

合

志

村

旭

志

村

旭

志

村

(
昭
三
一
・
八
・
一

編
入)

(

昭
三
一
・
五
・
一

新
設)

護
川
村
大
字
川
辺
・
尾
足

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終

戦

時

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設)

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設)(

明
二
九
・
四
・
一

合
志
郡
は
菊
池
郡
と
合
併
、
菊
池
郡)

(

明
二
九
・
四
・
一

菊
池
郡
は
合
志
郡
と
合
併
、
菊
池
郡)

新

明

村

伊

萩

村

辯

利

村

伊

坂

村

麓

村

小

原

村

合
志
郡

合
志
郡

旭

野

村

旭

野

村

北

合

志

村

北

合

志

村
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紛
争
を
さ
け
る
た
め
、
大
津
町
、
北
合
志
地
区
い
ず
れ
に
合
併
す
る
か
を
住
民
投
票
で
決
定
す

る
こ
と
に
方
針
を
変
え
、
四
月
六
日
投
票
を
実
施
し
た
が
県
の
試
案
に
反
し
大
津
町
と
の
合
併

希
望
者
が
多
く
村
当
局
も
議
会
も
容
易
に
結
論
を
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
分
村

し
て
矢
護
川
杉
水
地
区
は
大
津
町
に
、
川
辺
尾
足
地
区
は
旭
志
村
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
合
併
す
る

こ
と
に
決
定
し
、
三
一
年
八
月
一
日
川
辺
、
尾
足
地
区
は
旭
志
村
に
編
入
さ
れ
た
。 

 

３ 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項 

旭
野
村
と
北
合
志
村
の
合
併 

（
一
） 

合
併
の
形
式 

 

旭
野
村
、
北
合
志
村
を
合
体
合
併
す
る
。 

（
二
） 

合
併
の
時
期 

 

昭
和
三
一
年
五
月
一
日
と
す
る
。 

（
三
） 

役
場
の
位
置 

 

旭
志
中
学
校
付
近
と
し
、
昭
和
三
一
年
度
に
新
築
す
る
。 

（
四
） 

出
張
所
設
置 

 

新
村
に
は
出
張
所
は
設
け
な
い
。 

（
五
） 

村
議
会
議
員
の
選
挙
区 

 

選
挙
区
は
設
け
な
い
。 

（
六
） 

村
議
会
議
員
の
任
期
お
よ
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
第
一
項
の
特
例
を
適
用
し
、
昭
和
三
二
年
四
月
三
〇
日
ま
で

在
任
す
る
。 

（
七
） 

農
業
委
員
会
の
任
期
お
よ
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
三
を
適
用
し
、
任
期
を
昭
和
三
一
年
一
〇
月
三
一
日
ま
で

延
長
し
、
そ
の
定
数
を
一
五
人
と
す
る
。 

（
八
） 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
お
よ
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
二
を
適
用
し
、
任
期
を
昭
和
三
一
年
一
〇
月
三
一
日
ま
で

延
長
す
る
。 

（
九
） 

地
方
税 

合
併
関
係
村
の
一
体
性
を
確
保
す
る
上
か
ら
均
一
課
税
と
す
る
。 

（
一
〇
） 

助
役
の
定
数 

 

助
役
の
定
数
は
一
人
と
す
る
。 

（
一
一
） 

合
併
関
係
村
の
職
員
の
身
分
取
扱
い 

町
村
合
併
促
進
法
第
二
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
合
併
の
際
に
そ
の
職
に
あ
る
合
併
関

係
村
の
一
般
職
の
職
員
に
は
、引
き
続
き
新
村
の
職
員
と
し
て
そ
の
身
分
を
保
有
せ
し
め
、

職
員
の
勤
務
年
数
は
こ
れ
を
継
承
す
る
。 

（
一
二
） 

区
長
（
嘱
託
員
） 

 

区
長
（
嘱
託
員
）
は
、
こ
れ
を
現
在
の
ま
ま
存
置
す
る
。

 

（
一
三
） 

財
産
処
分 

合
併
関
係
村
が
現
に
所
有
す
る
い
っ
さ
い
の
財
産
お
よ
び
負
債
は
、
す
べ
て
こ
れ
を
新

村
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

（
一
四
） 

村
税
滞
納 

１ 

昭
和
二
九
年
度
以
前
の
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
差
押
え

処
分
を
行
な
う
。 

２ 

昭
和
三
〇
年
度
分
は
、
昭
和
三
一
年
四
月
三
〇
日
ま
で
に
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を

徴
収
目
標
に
両
村
と
も
努
力
す
る
。 

（
一
五
） 

新
村
の
大
字
区
域
お
よ
び
名
称 

合
併
関
係
村
の
現
在
の
大
字
の
区
域
お
よ
び
名
称
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。 

（
一
六
） 

消
防
団
の
整
備
統
合 

消
防
団
は
こ
れ
を
統
合
す
る
が
、
役
員
、
分
団
数
、
団
員
等
に
つ
い
て
は
後
日
協
議
し

て
定
め
る
。 

（
一
七
） 

旭
野
村
ほ
か
一
か
村
旭
志
中
学
校
組
合
は
こ
れ
を
解
散
し
、
そ
の
所
有
す
る
財

産
は
い
っ
さ
い
新
村
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
一
八
） 

国
民
健
康
保
険
統
合 

国
民
健
康
保
険
は
こ
れ
を
統
合
し
、
新
村
全
域
に
こ
れ
を
施
行
す
る
。 

 

護
川
村
の
一
部
編
入 

（
一
） 

合
併
の
形
式 

 

編
入
合
併 

（
二
） 

合
併
の
時
期 

 

昭
和
三
一
年
八
月
一
日 

（
三
） 

出
張
所
設
置 

 

出
張
所
の
設
置
は
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
四
） 

新
村
議
会
議
員
の
選
挙
区 

 

全
村
一
区
と
す
る
。 

（
五
） 

村
議
会
議
員
の
任
期
お
よ
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
、
旭
志
村
議
会
の
議
員
の
被
選
挙

権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
旭
志
村
議
会
議
員
の
残
任
期
間
ま
で
延
長
す
る
。 

（
六
） 
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
及
び
定
数 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
三
を
適
用
し
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
互
選

に
よ
り
決
定
し
た
委
員
で
三
人
と
し
、
旭
志
村
農
業
委
員
会
の
残
任
期
間
ま
で
延
長
す
る
。

 

（
七
） 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
お
よ
び
定
数 
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昭
和
三
一
年
度
に
限
り
、
旧
護
川
村
の
課
税
方
式
に
よ
る
が
、
昭
和
三
二
年
度
よ
り
旭

志
村
の
課
税
方
式
と
す
る
。

 
 

旭
志
村
に
編
入
す
る
地
域
に
所
在
す
る
財
産
は
別
表
の
と
お
り
と
し
、
す
べ
て
旭
志

村
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

　

大
字
矢
護
川
二
〇
八
九
、
山
林
一
町
九
反
四
畝
は
大
津
町
、
旭
志
村
の
共
有
と
し
、

分
収
歩
合
は
旧
護
川
村
の
人
口
比
に
よ
る
。（
旭
志
村
一
、
六
二
一
人
、
大
津
町
三
、
一

〇
八
人
）

　

消
防
団
は
、
こ
れ
を
旭
志
村
の
消
防
団
に
統
合
す
る
が
、
分
団
数
、
団
員
等
に
つ
い
て

は
後
日
協
議
し
て
定
め
る
。

 
 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
規
定
を
適
用
し
、
編
入
し
た
村
の
教
育
委
員
会
委
員
の
被

選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
う
ち
互
選
に
よ
り
決
定
し
た
委
員
一
人
と
し
旭
志

村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
残
任
期
間
ま
で
延
長
す
る
。 

（
八
）  

 
地
方
税

（
九
）  

 

職
員
の
身
分
取
扱
い

 
 

町
村
合
併
促
進
法
第
二
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
護
川
村
の
一
般
職
員
で
編
入
地
域
に

住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
引
き
続
き
新
村
職
員
と
し
て
そ
の
身
分
を
保
有
せ
し
め
、
職
員

の
勤
務
年
数
は
こ
れ
を
継
承
す
る
。

（
一
〇
）  

 

部
落
駐
在
員
（
嘱
託
員
）

 
 
 
 

部
落
駐
在
員
は
こ
れ
を
現
在
の
ま
ま
と
す
る
。

（
一
一
）  

 

財
産
処
分

（
一
二
） 　

中
学
校
お
よ
び
西
小
学
校
の
整
備
統
合

　
　

中
学
校
お
よ
び
西
小
学
校
は
現
在
の
位
置
に
共
有
し
、
組
合
立
と
す
る
。

　
　

学
校
運
営
の
経
費
は
旧
護
川
村
の
生
徒
児
童
数
に
よ
る
。

（
一
三
） 　

大
字
区
域
お
よ
び
名
称

　
　

現
在
の
大
字
区
域
お
よ
び
名
称
は
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

（
一
四
） 　

消
防
団
の
整
備
統
合

（
一
五
） 　

国
民
健
康
保
険

　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
三
二
年
度
よ
り
旭
志
村
全
域
に
実
施
す
る
。

（
一
六
） 　

村
税
滞
納

　
　

村
税
滞
納
に
つ
い
て
は
極
力
徴
収
整
理
す
る
が
、
編
入
区
域
の
滞
納
に
つ
い
て
は
旭
志

村
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

（
一
七
） 　

農
業
共
済
組
合

　

農
業
共
済
組
合
に
つ
い
て
は
、
旭
志
村
の
農
業
共
済
組
合
に
加
入
す
る
。

（
一
八
） 　

農
業
共
同
組
合
の
整
理
統
合

　

農
業
共
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
将
来
統
合
す
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
す
る
。

４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

（
一
）
旭
野
村
と
北
合
志
村
の
合
併

（
二
）
護
川
村
の
一
部
編
入

１2

村

名

旭
野

村

北
合
志
村

長

水

上

亥

一

中

尾

卓

男

助

役

大

塚

賢

工

藤

斉

収

入

役

水

上

茂

夫

森

仁

八

岩

根

新

人

坂

田

康

毅

岩

根

亀

十

東

四
一
郎

議

長

副

議

長

村

名

旭
野

村

護
川

村

長

中

尾

卓

男

大

村

清

助

役

古

川

俊

夫

収

入

役

水

上

茂

夫

芹

川

巽

坂

田

康

毅

右

田

徳

馬

岩

根

新

人

本

田

赫

議

長

副

議

長
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５ 
 

合
併
時
の
関
係
村
の
現
況
表

（
一
）
旭
野
村
と
北
合
志
村
の
合
併

五
、
六
五
七

一
、
〇
四
二

四
一
・
二
三

二
六
〇

三
二
四

五
八
四

四
、
二
〇
〇

八
七
三

五
、
〇
七
三二一

二
、
七
九
三

九
〇
四

一
一
、
一
四
三

三
八
、
八
三
二

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
一
二
五

四
〇
二

一
六
・
九
七

一
二
三

一
三
〇

二
五
三

一
、
三
四
〇

五
三
二

一
、
八
七
二一

八
一
〇

二
九
三

五
、
五
二
九

一
一
、
三
三
一

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

三
、
五
三
二

六
四
〇

三
四
・
二
六

一
三
四

一
九
四

三
三
一

二
、
八
六
〇

三
四
一

三
、
二
〇
一一一

一
、
九
八
三

六
一
一

五
、
六
一
四

二
七
、
五
〇
一

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

区

分

区

分

人

口

戸

数

面

積

面

積

都
市
的

業

態

そ
の
他

の
業
態

業

態

生

業

の
割
合

商
工
業

そ
の
他

そ
の
他

農

業
計計

人

人

口

人

人人人人人人 戸

戸

数

戸

平
方
粁

平
方
粁

新

村

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他
計

都
市
的

業

態

そ
の
他

の
業
態

業

態

生

業

の
割
合

商
工
業

そ
の
他

そ
の
他

農

業
計計

人人人人人人
千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

旭

野

村

北

合

志

村

（
二
）
護
川
村
の
一
部
編
入

官

公

署

七
、
二
七
九

一
、
三
二
八

四
九
・
二
八

三
三
五

三
四
九

六
八
四

五
、
七
一
八

九
七
三

六
、
六
九
一二二

三
、
一
一
五

九
七
七

一
三
、
三
一
三

四
六
、
七
四
八

二
〇
九
、
八
五
四

一
〇
、
四
〇
六

二
二
〇
、
二
六
〇

一
六
八
、
七
六
八

五
、
三
四
五

一
八
四
、
一
一
三

三
一
、
〇
八
六

五
、
〇
六
一

三
六
、
一
四
七

―
―

―
―

―
―

五
、
六
五
七

一
、
〇
四
二

四
一
・
二
三

二
六
〇

三
二
四

五
八
四

四
、
二
〇
〇

八
七
三

五
、
〇
七
三二一

二
、
七
九
三

九
〇
四

一
一
、
一
四
三

三
八
、
八
三
二

―
―

―
―

―
―

一
、
六
二
二

二
八
六

八
・
〇
五

七
五

二
五

一
〇
〇

一
、
五
一
八

一
〇
〇

一
、
六
一
八一

三
二
二

七
三

二
、
一
七
〇

七
、
九
一
六

―
―

―
―

―
―

―
―

旭
志
村

旭
志
村

護
川
村

関

係

村

―1016―



【
旧
菊
池
郡
泗
水
町
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

（
一
） 

 

泗
水
村

 
 

中
世
以
降
、
明
治
維
新
当
時
ま
で
は
合
志
郡
に
所
属
し
、
合
志
郡
の
中
に
お
い
て
も
最
高

の
石
高
を
占
め
、
経
済
的
に
も
確
固
た
る
地
位
を
保
っ
て
い
た
。

 
 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
里
正
の
制
度
が
設
け
ら
れ
、
一
二
年
郡
区
町
村
編
制
法
の
施

行
に
伴
な
い
戸
長
役
場
制
度
に
改
め
ら
れ
た
が
、
当
時
は
住
吉
、
永
、
富
納
の
三
か
村
が
住

吉
列
戸
長
役
場
に
、
吉
富
、
豊
水
、
福
本
の
三
か
村
が
吉
富
列
戸
長
役
場
に
属
し
て
い
た
。

一
七
年
官
選
戸
長
制
度
が
施
行
さ
れ
、
住
吉
、
吉
富
両
列
が
合
併
さ
れ
て
吉
富
村
列
に
統
一

さ
れ
、
二
二
年
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
こ
の
村
列
内
六
か
村
が
合
併
し
て
泗
水
村
と
な
っ
た

（
二
） 

 

田
島
村

 
 

こ
の
村
で
特
記
さ
れ
る
も
の
に
北
田
島
地
区
の
「
村
移
り
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
現
在
の
北
田
島
は
合
志
川
畔
に
近
く
、
今
の
泗
水
西
小
学
校
付
近
一
帯
に
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
同
学
校
付
近
に
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
古
屋
敷
、
宮
跡
、
天
徳
寺
跡
、
五
郎
丸
屋

敷
な
ど
の
地
名
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
が
、
古
老
の
話
に
よ
る
と
加
藤
氏
時
代
に
合
志
川

の
洪
水
や
悪
疫
の
流
行
が
一
原
因
を
な
し
、
当
時
の
水
田
開
発
な
ど
と
も
関
連
し
て
現
在
地

に
大
が
か
り
な
村
移
り
が
な
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

 
 

旧
藩
時
代
、
本
村
地
域
は
、
合
志
郡
竹
迫
手
永
に
属
し
て
い
た
が
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
七
月
の
町
村
分
合
に
よ
り
、
田
島
村
と
南
田
島
村
と
に
な
り
、
一
二
年
両
村
は
一
行
政

区
域
と
し
て
戸
長
役
場
が
置
か
れ
、
二
二
年
町
村
制
施
行
に
よ
り
合
併
し
た
。

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

 
 

町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
に
伴
い
、
合
志
川
列
の
北
合
志
、
旭
野
、
泗
水
、
田
島
お
よ
び
合

志
、
西
合
志
の
両
地
区
に
お
い
て
も
合
併
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

一
一
月
県
が
発
表
し
た
試
案
で
は
泗
水
と
田
島
両
村
の
合
併
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
両
村
は
、

地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
を
も
ち
特
に
戦
後
新
し
く
発
足
し
た
新
学
制
の
下
の

で
は
組
合
立
の
中
学
校
を
設
置
し
て
い
た
な
ど
の
諸
点
か
ら
、
県
の
試
案
ど
お
り
二
か
村
合
併

の
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
構
想
の
も
と
に
、
西
村
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
九
年
三

月
、
町
村
合
併
協
議
会
設
置
の
た
め
の
委
員
を
置
き
、
村
民
の
合
併
に
対
す
る
意
欲
高
揚
を
は

か
り
、
翌
三
〇
年
一
月
一
日
の
議
会
で
は
合
併
協
議
会
設
置
の
同
文
議
決
を
行
い
、
同
月
八
日

両
村
合
同
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 
 

合
併
協
議
会
で
は
、
両
村
合
併
に
よ
り
生
ず
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
を

加
え
て
建
設
計
画
を
た
て
、
同
年
四
月
一
日
合
併
を
目
標
に
本
格
的
な
合
併
推
進
に
の
り
だ
し

二
月
二
一
日
の
両
村
議
会
で
四
月
一
日
合
併
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
七
城
村
大
字
亀
尾
字
三
万

田
地
区
の
住
民
は
同
地
区
が
泗
水
村
の
北
部
に
隣
接
し
、
役
場
ま
で
の
距
離
も
泗
水
村
役
場
の

ほ
う
が
近
く
、
日
常
生
活
の
必
需
物
資
の
購
入
な
ど
は
全
部
泗
水
村
で
行
い
、
小
、
中
学
校
へ

の
距
離
も
泗
水
村
の
ほ
う
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
早
く
か
ら
泗
水
村
へ
編
入
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
際
、
こ
の
地
区
も
加
え
て
新
村
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
月

八
日
、
三
か
村
の
議
会
に
お
い
て
合
併
議
決
が
な
さ
れ
、
四
月
一
日
新
し
い
泗
水
村
が
誕
生
し

た
。
地
理
的
な
意
味
か
ら
は
、
鞍
岳
山
麓
に
源
を
発
す
る
矢
護
川
、
小
原
川
、
若
木
川
、
鞍
岳
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（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設)

(

明
二
二
・
四
・
一

新
設) (

明
二
九
・
四
・
一

合
志
郡
は
菊
池
郡
と
合
併
、
菊
池
郡)

住

吉

村

富

納

村

永

村

吉

富

村

福

本

村

豊

水

村

田

島

村

南

田

島

村

市

制
・

町
村
制
前

市

制
・
町

村

制

後

終

戦

ま

で

終

戦

時

(
昭
三
〇

・

四
・

一

新
設)

(

昭
三
六
・
四
・
一

町
制
施
行)

泗

水

村

泗

水

村

泗

水

町

泗

水

町

田

島

村

七
城
村
の
大
字

亀
尾
の
一
部

合
志
郡

合
志
郡

泗

水

村

泗

水

村

田

島

村

田

島

村

（
右
同
）



川
の
四
流
が
本
町
内
で
相
合
す
る
こ
と
か
ら
、
四
川
泗
水
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
漢
学
者
で
あ
っ
た
、
初
代
村
長
、
西
佐
一
郎
氏
が
村
名

の
選
定
に
あ
た
り
、
自
ら
敬
愛
す
る
孔
子
の
生
誕
地
、
中
国
山
東
省
泗
水
県
が
地
形
的
に
も
よ

く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
り
豊
か
な
文
教
の
地
と
し
て
繁
栄
す
る
よ
う
、「
泗
水
」
と
命
名
さ

れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。町
村
合
併
に
よ
る
新
村
名
決
定
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
た
が
、

旧
泗
水
村
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

３ 
 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項

（
一
） 

 

合
併
の
形
式

 
 
 
 

泗
水
村
、
田
島
村
を
合
併
し
、
七
城
村
大
字
亀
尾
の
一
部
を
編
入
す
る
。

（
二
） 

 

合
併
の
時
期 

 
 
 

昭
和
三
〇
年
四
月
一
日

（
三
） 

 

選
挙

 
 

１ 
 

選
挙
区 

 
 
 

選
挙
区
は
設
け
ず
全
村
を
一
選
挙
区
と
す
る
。

 
 

２ 
 

議
会
議
員
の
選
挙

 
 

議
会
議
員
に
つ
い
て
は
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
は
昭
和
三
〇

年
五
月
一
日
ま
で
と
す
る
。
な
お
地
方
自
治
法
第
九
一
条
第
二
項
に
よ
る
定
数
は
二
〇
名

と
す
る
。

 
 

農
業
委
員
会
は
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
は
昭
和
三
〇
年
五
月

一
日
ま
で
と
す
る
。
な
お
委
員
の
数
に
つ
い
て
は
選
挙
に
よ
り
一
二
名
と
す
る
。

 
 

教
育
委
員
会
は
町
村
合
併
促
進
法
の
特
例
を
適
用
し
、
そ
の
任
期
を
昭
和
三
〇
年
五
月

一
日
ま
で
と
す
る
。

 
 

特
別
職
を
除
き
全
員
一
応
引
続
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
新
村
行
政
規
模
の
能
率
化

を
は
か
る
た
め
出
来
る
だ
け
す
み
や
か
に
二
割
ほ
ど
減
ず
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

（
四
） 

 

三
役
の
定
数 

 
 
 

村
長
一
人
、
助
役
一
人
、
収
入
役
一
人

（
五
） 

 

職
員
の
身
分
取
扱
い

２ 
 

職
員
の
勤
続
年
数
は
継
承
す
る
。

３ 
 

職
員
手
当
は
左
記
に
よ
り
支
給
す
る
。

 
 

ア 
 

合
併
後
三
か
月
以
内
に
退
職
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 

給
与
月
額
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額
の
一
〇
〇
分
の
二
〇
〇

 
 

イ 
 

合
併
後
六
か
月
以
内
に
退
職
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 

給
与
月
額
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額
の
一
〇
〇
分
の
一
五
〇

 
 
 
 

ウ 
 

合
併
後
一
か
年
以
内
に
退
職
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 

給
与
月
額
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額
の
一
〇
〇
分
の
一
〇
〇

（
六
） 
 

財
産
お
よ
び
負
債
額

 
 

１ 
 

現
泗
水
町
お
よ
び
田
島
村
財
産
は
、
す
べ
て
新
村
に
引
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

２ 
 

旧
各
村
の
負
債
は
、
新
村
に
於
て
支
払
う
。

（
七
） 

 

消
防

 
 

１ 
 

消
防
団
は
統
合
し
て
次
の
編
成
を
す
る
。

 
 
 
 
 
 

団
長
一
名
、
副
団
長
一
名
、
分
団
長
二
一
名

 
 

２ 
 

消
防
団
の
編
成

（
八
） 

 

国
民
健
康
保
険

 
 
 
 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
よ
り
全
区
域
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
九
） 

 

泗
水
村
・
田
島
村
中
学
校
組
合

 
 

泗
水
村
・
田
島
村
中
学
校
組
合
は
、
合
併
と
同
時
に
解
散
し
、
職
員
お
よ
び
財
産
は
新
村

に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

（
一
〇
） 

 

字
の
名
称 

 
 
 

従
前
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
一
） 

 

部
落
事
務
嘱
託
員

 
 
 
 

部
落
事
務
嘱
託
員
（
区
長
）
設
置
は
現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

３４１

団
長

副
団
長

自
第

一

分
団

至
第
一
六
分
団

自
第
一
七
分
団

至
第
二
一
分
団

｛

村

名

泗

水

村

田

島

村
　
　

長

続

政

喜

福

島

泉

助

役

水

上

茂

収

入

役

吉

田

辰

夫

安

武

吉

人
　

議

長

甲

斐

隆

安

武

法

信

副

議

長

後

藤

熊

喜

春

田

義

光
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５ 
 

合
併
時
の
関
係
村
の
現
況
表

区

分

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の

割

合

都

市

的

業

態

そ

の

他

の

業

態

戸人千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円 人人人人 人人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

そ

の

他
計計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、
工
場
、
事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上
）

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

泗
水
村

泗

水

村

田

島

村

三
六
一
、
八
三
四

一
五
、
五
九
六

二
二
〇
、
九
〇
〇

一
二
五
、
三
四
七一

四
六
、
五
三
〇

一
五
、
五
五
三

二
、
九
七
七

九
、
三
八
一一一五

八
、
九
一
二

九
二
二

八
、
〇
〇
〇

一
、
七
三
一

五
四
三

一
、
一
八
八

二
六
・
三
〇

一
、
九
二
三

一
〇
、
七
六
九

三
〇
〇
、
三
四
七

一
〇
、
〇
〇
〇

一
六
五
、
〇
〇
〇

一
二
五
、
三
四
七一

三
九
、
一
五
一

一
一
、
三
二
六

二
、
七
九
〇

七
、
七
八
二一一三

六
、
六
五
五

六
六
二

五
、
九
九
三

一
、
六
九
〇

五
四
〇

一
、
一
五
〇

一
九
・
七
六

一
、
五
〇
二

八
、
四
七
三

五
二
、
〇
六
〇

五
、
五
九
六

四
六
、
四
六
四

― ―

七
、
三
七
九

三
、
五
九
四

一
六
一

一
、
四
五
九

― ―

二

一
、
九
四
五

二
六
〇

一
、
六
九
五

三
六

― 三
六

五
・
三
八

三
六
七

一
、
九
八
一

九
、
四
三
六

―

九
、
四
三
六

― ― ―
六
三
三

二
六

一
四
〇

― ― ―

三
一
二

―

三
一
二五三二

一
・
一
六

五
四

三
一
五

七
城
村
大
字

亀
尾
の
一
部

合

併

村
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